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岐阜県知事　古田　肇様

岐阜県回答　地環第846号についての申入書　

　2009年11月25日の「事業仕分け」で文部科学省がした「非常に微妙」発言に関し私たちは2010年1月21日付で「事業仕分け作業における超深地層研究所計画の疑義に関する質問書」を提出しました。それに対する地球環境課長の2010年2月12日付岐阜県回答 「地環第846号」に添付された、文部科学省の回答「21受開原研第125号」は「非常に微妙」発言をもみ消す狙いがあり、決して容認できません。

省庁では自らの所管に関してのみ答え、所管を越えたことには答えないのが常識です。「そこは非常に微妙」発言の際も、本来はその常識に従い、所管を超えているので答えられないと言わなければならない場面でした。しかし仕分け人の想定外の質問に、思わず所管を超えて「非常に微妙」であるとの本音の発言が飛び出したものです。

ところが文部科学省は「非常に微妙」発言に関し、私たち住民団体や瑞浪市及び岐阜県の追求に遭い、回答の中で「文部科学省がお答えすることに微妙な面を含むという趣旨」と、所管を越えている事を理由に言い逃れ、発言のもみ消しを図りました。

　それは、2009年11月25日政府の事業仕分けにおける事実、つまり

· 仕分け人：「今の２ヵ所は、絶対、実際の場所にはならないという合意のもとでやっているのですか？」

· 文部科学省：「そこは非常に微妙なところでありますけども、地元との関係では、そういう考え方でやっています。」

という前後の文脈からも明らかです。これらのどこに、「微妙」が省庁の所管に関わる意味であることを示唆する言葉があるというのでしょうか。「非常に微妙」は、「絶対、実際の場所にはならないという合意のもとでやっているのですか？」という、仕分け人の質問そのものに対する答え以外のなにものでもありません。

そもそも、高レベル廃棄物処分技術開発の仕分け作業に入る際、枝野仕分け人が前提として、経済産業省のエネルギー政策や原子力政策と、その研究開発を担う部門が文部科学省に分かれているために、今回も2009年11月17日の仕分け対象「もんじゅ」と同様の扱いとなるであろうという説明をしています。つまり高レベル放射性廃棄物の処分事業の所管が経済産業省にあることは仕分け人の共通認識です。その共通認識に対して「文部科学省がお答えすることに微妙な面を含むという趣旨」との言い訳をすること自体全く不必要かつ不自然で、日本語として破綻しています。「そこは非常に微妙なところ」という本音の発言をもみ消すための言い訳にすぎません。
　地元住民の切実な不安から発した質問に対し、詭弁で取り繕った回答で不都合な発言のもみ消しを図ることは、二重に住民を欺くものです。このような対応は、高レベル放射性廃棄物の処分場問題について誠意を持って国民に理解を得るとの趣旨からほど遠い行為です。

特に「非常に微妙」発言は、国策の名の下で最終的には研究施設周辺地域等が高レベル放射性廃棄物の処分場になる可能性を踏まえた「非常に微妙」の発言と思わざるを得ません。研究施設がある北海道と岐阜県の私たちは、今回の「非常に微妙」発言が将来の高レベル放射性廃棄物の処分地選定に対する国の意向を示したものとして、危機感を募らせています。

1980年代には国の指示で旧動燃が高レベル放射性廃棄物の処分候補地選定調査を行い、その報告書の開示に訴訟という手段を使わなければ開示ができなかった事実を初め、高レベル放射性廃棄物の処分のための地下研究施設（瑞浪と幌延の研究施設に該当）である「本施設の計画は、処分場の計画と明確に区別して進める」（「高レベル放射性廃棄物対策について」原子力委員会1992年8月28日）と、地域を区別せず、計画だけを区別し、あたかも研究施設立地地域が処分場から除外されたかのごとく、意図的に誤解するよう誘導しながら強引に地下研究施設を受け入れさせ、さらに2008年には超深地層研究所の地下300mに高レベル放射性廃棄物の処分のための国民との相互理解促進のためのＰＲ施設としての坑道建設を国の委託事業で行わせた国の姿勢に対し、私たちは強い不信感を募らせています。このようなやり方は、高レベル放射性廃棄物の処分場問題について、これを生み出し続けることの是非も含めた真の解決を更に遅らせ、国民に大きな代償を払わせるだけです。

今また同じ愚行を繰り返していることを自覚し、二度とこうした不誠実な態度で地元に対応しないよう、北海道と岐阜県の住民は、抗議しました。

ぜひとも岐阜県においても簡単に文部科学省の回答を鵜のみにするのではなく、今回の回答の背景にある国の意図を明らかにすべく努力されるよう強く要請します。

もちろん、文部科学省の考えを県が確認されたことは評価します。しかしその契機が県民の要望によるものではなく、瑞浪市長の文部科学省への働きかけであったことは非常に残念です。

今後は県民の要望に真摯に耳を傾けてくださることを強く求めます。

以上
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